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唐
詩
に

お
け
る

「

枕
」

の

語
の

使
用

　

　

　

　

…
白
詩
に

お

け
る

「

枕
」

表

現
の

特

徴
を
探
る

手
が

か

り

と
し

て

ー

中

　
木

愛
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は

じ

め

に

　

睡
眠

を

多
く

詩

に

詠
む

白

居
易
に

は
、

当

然

「

枕
」

を

用
い

た

表
現
が

多
く

、

そ

の

使
用

数
は

同
時

代
の

詩

人
と

比
べ

て

も
群

を

　

　
　
　

ゆ

抜
い

て

多
い

。

白

居
易
の

「

枕
」

と

言

え

ば
、

「

遺

愛

寺
の

鐘

は

枕

を

欹
て

て

聴
く

」

の

句
が

思
い

浮
か

ぶ

が
、

「

枕
」

を
用

い

た

表

現
は

こ

れ

に

と

ど

ま

ら

ず

多
様
で

あ

り
、

中
に

は

臼

居
易
オ

リ

ジ

ナ

ル

の

詩

語
で

は
な
い

か

と

考
え

ら

れ
る

も
の

も

見

受
け

ら

れ

る
。

唐
代
と

く
に

中

唐
は

、

詩
の

題

材
の

拡

張
や

日

常

化
、

口

語
・

俗

語
表

現
の

取
り

込
み

等
に

よ
っ

て
、

表

現
の

幅
が

大

き
く

広

が

つ

た

時

期
で

あ

り
、

白

居
易
の

「

枕
」

描
写

も

こ

う
い

っ

た

背
景

を

反
映
し

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

し

か

し

白
居

易
は

、

幸
福
の
一

要

素
と

し

て

睡

眠

を

詠
ん

だ

詩
人
で

あ

り
、

睡
眠

描
写

に

不

可

欠

の

キ

ー

ワ

ー

ド

で

あ
る

「

枕
」

の

語
の

用
い

方
に

も
、

充
足

感
を

効

果
的
に

詠

出
す

る
た

め

の

工

夫
や

特

徴
が

見

ら

れ

る

も
の

と

考

え

ら
れ

る
。

　

筆
者
は

先
に

、

白
居

易
の

睡

眠

描
写

等
に

多
く
用

い

ら

れ

て

い

る
、

「

伸

び

を

す
る

」

「

頭
を

掻

く
」

表

現
を

取

り

上

げ
、

こ

れ

ら

は

経

書
に

お

い

て

は
、

そ

れ

ぞ

れ
君

子
の

疲
労

感、

憂
い

あ

る

さ

ま

を

表
す

も
の

で

あ
っ

て
、

以

後
も

典
故
を

踏
ま

え

た

用
い

方

が

主
流
と

な
っ

て

い

た
こ

と
、

そ

れ
に

も
か

か

わ

ら

ず
、

白
居

易

の

詩
に

お
い

て

は
、

睡
眠

に

よ

る

身

体
の

心

地
よ

さ

を
鮮

明
に

体

現
す
る

役

割
を

果
た

し

て

い

る

こ

と
、

そ
こ

に

は

充
足

感
を

積
極

的
に

詩
に

詠
ん

で

い

こ

う
と

す
る

白

居
易
の

創
作

意
識
が
、

よ

り

明
確
に

表
れ

て

い

る
こ

と

に
つ

い

て

卑
見
を

述
べ

た

（

拙
稿
「

白

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の

詩
に

お

け

る
生

理

的
感
覚
に

基
づ

く
充

足

感
の

詠

出
」

）

。

今

回

は
、

ひ

き
つ

づ

き

「

枕
」

の

語
に

焦

点
を
当
て

、

従
来
の

使
用

例

と

対

照
し

な
が

ら
、

白
居

易
の

表

現
の

独
自

性
を

探
っ

て

み

た

い
。

本
稿
で

は

ま

ず
、

唐

詩
全

般
に

お

け

る

「

枕
」

の

語
の

使
わ
れ

方

を

整
理

し

て

お

き
た

い
。

　

『

全

唐
詩
』

に

お
い

て

「

枕
」

の

語

が

現
れ
る

詩
は

千

首
を

越

え

る
。

こ

の

中
で
、

枕

を
名

詞
と

し

て

詠
み

込
む

だ

け
の

も
の

と
、

自
然

描
写

や

情

景
描
写

を

除
き

、

睡
眠

時
の

状
況

を
表

す
も
の

と

し

て

の

「

枕
」

の

語
の

使
用

に

つ

い

て
、

【

動
詞

十

枕
】

（

枕

を

〜

す
る
、

枕
に

〜

す
る
）

、

【

枕
〜

】

（

枕
の

状
態
が

〜
で

あ

る
）

、

【

枕
＋

名

詞
一

（

〜

を

枕
に

す
る
）

と

い

っ

た

表

現
を

中
心

に

取
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り

出
し

て

み
る

と
、

概
ね

次
の

よ

う
に

ま

と
め

る
こ

と

が

で

き

る
。

　

な
お

、

白

居

易
の

詩
は

『

白

居
易

集
箋
校
』

（

朱
金

城

箋

校
、

上

海
古

籍
出

版
社
）

、

白

居

易
以

外
の

唐

代
の

詩
は

『

全

唐
詩
』

（

中
華
書
局
点

校

本
）

、

唐
以

前
の

詩

は

『

先

秦

漢
魏

晋

南
北

朝

詩
』

（

途

欽
立

輯
校
、

中

華

書
局
）

に

拠
っ

た
。

ま

た
、

本

文

中

に

用

例
と
し

て

詩

句
を

挙
げ

る
際
、

白

居

易
の

詩
に

は

「
＊

」

を

付
し

て
、

詩
題
の

前
に

花

房
英
樹
氏
『

白
氏

文
集
の

批
判

的
研

究
』

（

彙
文
堂

書
店
）

の

「

綜
合

作
品

表
」

に

拠
る

作
品
番

号
を

記
し
、

そ

れ

以
外
の

『

全

唐
詩
』

の

詩
は

「

・
」

を

付
し

て

『

全

唐
詩
』

の

巻
数
を
記
し

、

唐
詩

以
前
の

用

例
は
、

原

則
と

し

て

注

に

挙
げ

た
。

、

就

寝
行

為
を

表
す
も

の

　

§
「

就
枕
」

「

著

枕
」

「

帰

枕
」

「

枕
眠
」

、

「

薦
枕
」

、

「

払

枕
」

　

　

　

　

　

　

　
つ

　

「

就

枕

（

枕

に

就

く
ご

は
、

寝
る

行

為
を
い

う
語

で

唐
以

前

　

　

　

　
　

か

ら
見

ら
れ
、

唐

詩
に

も
多
く

の

用

例
が

あ

る
。

同
じ

く
「

著
枕

　

　

　
つ

（

枕
に

著
く

）

」

「

帰
枕
（

枕
に

帰

す
）

」

は

床
に

就
い

て

寝
る

意
、

「

枕
眠
」

は

枕

に

横
に

な
っ

て

寝
る

意
で

あ
る

。

「

投

枕
（

枕
に

投

ず
）

」

も

枕

に

身
を

投
じ

て

寝
る

意
で

、

宋

代
に

も

多
く

使
わ

れ

て

い

る
。

・

寝
疾
乃

就

枕
、

情

感
唯
霊

仙
（

疾
に

寝
ね

て

乃

ち

枕
に

就
き
、

情
の

感

ず
る

は

唯
だ

霊

仙
の

み
）

　

　

　

　
　
　
　
　

（

儲

光
羲
「

献
八

舅
東

帰
」

巻

＝
二

六
）

　

　

　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
つ

・

風

頭

難
著
枕

、

病

眼

厭

看
書

（

風

頭

枕
に

著

き

難
く

、

病

眼

書
を
看
る

を

厭
ふ
）

　

　

　

　

　

　

　
（

元
積
「

景
申
秋
八

首
」

其
五

　
巻
四
一

〇
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

・

高
眠

著
琴

枕、

散
帖

検
書

簽
（

高
眠

し

て

琴
枕
に

著

き、

帖

　

ひ

ら

　

　

　

　

　

　

　
け

み

を
散

き
て

書
簽
を

検
す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

（

張

籍
「

和

李
僕

射
西

園
」

巻
三

八

四
）

・

悵
望

難
帰
枕
、

吟

労
生

夜
愁
（

悵
望
し

て

枕
に

帰
し

難

く、

吟
労
し

て

夜
愁
を
生

ず
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

姚
鵠
「

寄
雍

陶
先

輩
」

巻
五

五

三
）

・

待

得
上

頂
看
、

未

擬
帰

枕
函

（

上

頂
に

看
る

を

待
ち

得
ん

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は
か

し
、

未
だ

枕

函
に

帰
せ

ん

と

擬
ら

ず
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

賈

島
「

玩
月
」

巻
五

七

こ

・

往

往

枕
眠

時
、

自

疑

陶
靖
節

（

往
往

枕
眠

の

時
、

自

ら

陶

靖

節
か

と

疑
ふ
）

　

　

　
（

陸
亀
蒙
「

奉
和
襲

美
酒

中
十

詠

酒
牀
」

巻
六

二

〇
）

・

帰
来

投
玉

枕
、

始

覚
涙
痕
垂
（

帰
り

来
た

り

て

玉

枕
に

投
じ
、

始
め

て

涙

痕
の

垂
る

る

を

覚
ゆ
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

常
浩
「

贈
盧

夫
人
」

巻
八

〇
二
）

　

「

薦

枕
（

枕

を

薦
む
）

」

は
、

枕

を
す

す
め

て

侍

寝

や
共

寝

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

促

す
も
の

で
、

唐

以
前
か

ら
の

用
例

も
多
い

。

　
「

払
枕

（

枕
を

払

ふ
）

」

も
、

添
い

寝
を

す

る

人
の

た

め

に

枕
の

塵

を

払

う

意
で

唐

以

前

か

ら

用
い

ら

れ

て

い

る

残

白
居

易
は

、

自

分
が

寝
る

前
に

枕
を

払
う

意
で

も

こ

れ

を
用
い

て

い

る
。

．

薦
枕

嬌
夕
月

、

巻

衣
恋

春
風

（

枕
を

薦
め

て

夕
月
に

嬌
に

、

224
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衣

を
巻

き
て

春
風

に

恋

ふ
）

（

李

白
「

怨
歌

行
」

巻
，

六

四
）

・

薦

枕

青
娥
艶

、

鳴

鞭
白

馬
驕
（

枕

を
薦
め

て

青
娥

艶
な

り
、

　
鞭

を

鳴
ら
し

て

白

馬
驕
た

り
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

劉
長

卿
「

少
年

行
」

巻
…

四

八
）

・

調

糸
競
短

歌
、

払
枕

憐

長
夜
（

糸

を
調

し

て

短

歌
を

競
ひ
、

　
枕

を
払

ひ

て

長
夜
を

憐
れ

む
）

　

（

「

冬

歌
二

首
」

其
一

　

巻
二
一

・
「

子

夜
四

時
歌
六

首
、

　

　
久・

歌
」

　

巻
六

六
）

＊

食

飽
払

枕
臥

、

睡

足

起
閑

吟
（

食
飽
き
て

枕
を

払
ひ

て

臥

し
、

　
れ
む

り

　

睡

足

り

て

起

き
て

閑

吟
す
）

　
　

（

白

居
易
「

ま
日

食
飽
」
）

＊

払

枕
青

長
袖
、

欹

簪
白

接
鑼

（

枕
を

払
ふ

青
長

袖、

簪
を
欹

　
つ

白
接

辭
）

　
（

白

居

易
「

器
O
『

和
楊
同

州
寒

食

乾
坑
会

後
聞
楊
工

部

欲
到

　

　
知

予
与

有
宿

酲
」

）

　

§
「

推
枕
」

「

倦
枕
」

、−
「

収
枕
（

席
）

」

、

「

恋

枕
」

「

携
枕
」

　

　
　

　

　
　

　

　
ゆ

　

「

推
枕

（

枕
を
推

す
）

」

は

枕
を

横
へ

押
し

の

け

る

こ

と

で
、

寝
る

こ

と
を

止

め

て

別
の

行
為
へ

と

つ

な
が
っ

て

い

く
。

「

倦

枕

（

枕

に

倦
む

ご

は
、

病
に

臥

す
な
ど

し

て

寝

疲
れ

た

様
子

を

表

し
、

「

収

枕

席

（

枕

席

を

収

む
）
」

は

寝

具
を

片
づ

け

る
こ

と

で

　

　

あ

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　
・

臥
恐
玉

華
銷

、

時
時

推
枕
望

（

臥

し

て

玉

華
の

銷
え

ん

こ

と

　

　

を

恐
れ
、

時

時

枕
を

推
し

て

望

む
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（

陸
角唱
曲

豕

　
「

記
車
こ

巻
亠
ハ

一

九
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
レト

　
＊

攬
衣
推

枕
起

徘
徊
、

珠

箔
銀
屏

灑
遒

開
（

衣
を

攬
り

て

枕

を

　
　

推
し

て

起

ち
て

徘

徊
し

、

珠

箔
銀

屏

灑
遒

と
し

て

開
く
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（

白
居

易
「

 

霧
長

恨
歌
」

）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
お

も

む
ろ

　
・

倦
枕
欲

徐
行

、

開

簾
秋
月

明
（

枕
に

倦
み

て

徐

に

行
か

ん

　
　

と

欲
し
、

簾
を

開
け

ば

秋
月

明

ら

か

な
り

）

　
　

　

　
　

　

　
（

司

空

曙
「

病
中

寄
鄭

十
六

兄
」

巻
二

九

二
）

　
・

久

病
倦
衾

枕
、

独

行
来

訪
君
（

久

し

く
病

み
て

衾
枕
に

倦
み
、

　
　

独
り

行
き

て

君
を

来
訪

す
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（

張
枯
「

病
後
訪

山
客
」

巻
五
一

〇
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
た
い

タ
い

　
＊

玳
瑁

牀
空

収

枕

席
、

琵

琶
弦
断

倚

屏

幃
（

玳

瑁
の

牀

空

し

　
　

く
し

て

枕

席
を

収
め

、

琵

琶

弦

断
へ

て

屏

幃
に

倚

る
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

白
居

易
「

トっ

謡
O

和
楊
師

皋
傷
小

姫

英
英
」

）

　
ま

た
、

早
朝
か

ら

出
仕
し

な
い

と

い

け

な
い

役
人

が
、

眠

く
て

寝

床
を

恋
し

が

る

「

恋

衾
枕

（

衾
枕

を
恋

ふ

ご

や
、

枕

を
持

ち

歩
い

て

（

「

携
枕

（

枕
を

携
ふ
）

」
）

気

ま
ま

に

横
に

な

る

姿
を

描

い

た

も
の

も

あ

る
。

　
・

因
思
市

朝
人
、

方
聴

晨

鶏
鳴

、

昏
昏
恋

衾
枕

、

安
見

元
気

英

　
（

因
り

て

思

ふ

市

朝
の

人
、

方

に

晨

鶏
の

鳴
く
を

聴
く
を
、

昏

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
い

ず
く

ん

　
　

昏
と

し

て

衾
枕

を
恋
ひ

て
、

　

安

ぞ
元

気
の

英
を

見

ん

や
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（

劉

禹
錫
「

秋
江

早

発
」

巻
三

五

五
）

　
・

性
疏

常
愛

臥
、

親
故

笑
悠
悠
、

縦

出
多

携
枕

、

因
衙
始

裹
頭

　
（

性
は

疏
に

し

て

常
に

臥
す
こ

と

を

愛
し

、

親
故
笑
ふ

こ

と

悠

　
　

　

　
　

　
は

し
い

ま

モ

　
　

悠
な

り
、

　

縦

に

出
で

て

多
く

枕
を

携
へ

、

衙
に

因
り

て

　
　

　

　
　

　

　
つ

つ

　
　

始
め

て

頭

を

裹
む
）
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（

姚
合
「

武

功

県
中

作
三

十
首
」

其
六

　
巻
四

九

八
）

二
、

床
に

あ

る

人

問
の

動

作
や

様
子

に
関
わ

る

も
の

　

§
「

伏
枕
」

「

撫
枕
」

「

抱
枕
」

　

「

伏

枕
（

枕
に

伏

す
）

」

「

撫

枕
（

枕
を

撫
づ
）

」

「

抱

枕

（

枕

を

抱

く
）

」

は
、

い

ず
れ

も

寝

床
で

憂
え

る

姿
を

描

写
し

た

も
の

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

で

あ
り
、

唐
以

前
の

表

現
を

継
承

す
る

形
で

唐
詩
に

も

散
見

す
る

。

中
で

も
「

伏

枕
」

は

『

詩
経
』

陳
風
「

沢

陂
」

の

「

寤
寐
無

為、

輾
転
伏

枕
（

寤
寐

為

す

無
く
、

輾

転
し

て

枕

に

伏
す
）

」

か

ら

出

る

語
で

あ

り
、

唐
代
に

至

る

ま
で

幅
広

く
用
い

ら

れ
て

い

る
。

・

伏
枕
憂

思
深
、

擁

膝
独

長
吟

（

枕
に

伏
し

て

憂
思

深
く

、

膝

　

　
い

た

　
を

擁
き

て

独
り

長
吟

す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

駱

賓
王
「

夏
日

夜

憶
張
二
」

巻
七

九
）

・

寂

寂

繋
舟
双

下
涙

、

悠

悠
伏

枕
左

書
空

（

寂

寂
と
し

て

舟
を

繋
ぎ
て

涙
を
双

び

下
し

、

悠

悠
と

し

て

枕
に

伏
し

て

左

に

空

　
に

書
す
）

　

　

　

（

杜
甫
「

清
明
二

首
」

其
二

　
巻
二

三

三
）

＊

伏
枕
君

寂
寂
、

折

腰
我

営
営

（

枕
に

伏
し

て

君
寂

寂
た
り

、

　
腰

を
折
り

て

我
営

営
た
り
）

　

　

　

　

　

　
（

白
居

易

露
O
ω

酬
楊
九

弘

貞
長
安

病
中

見
寄
」
）

・

撫

枕
愁

華
鬢、

憑

欄

想
故

郷
（

枕
を

撫
で

て

華

鬢
を
愁
ひ
、

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

　
欄
に

憑
り

て

故
郷
を

想
ふ
）

（

李
端
「

宿

薦
福
寺

東
池

有
懐

故
園

因

寄
元

校
書
」

巻
二

八

六
）

・

撫

枕
独

高
歌

、

煩
君

為
予
和

（

枕
を

撫
で

て

独
り

高
歌
し
、

　
君
を

煩
は

し

て

予

が

為
に

和

せ

し

む
）

　

　

　

　

　

（

令
狐

楚
「

八

月

十
七

日

夜
書

懐
」

巻
三

三

四
）

・

誰
家
女
児
抱

香

枕
、

開

衾
滅

燭
願

侍
寝

（

誰
が

家
の

女
児
か

　
香
枕
を

抱
き
、

衾
を
開

き
燭
を
滅
し

て

侍
寝
を

願
ふ
）

　

　

　

　

　

　

　

　（

李
暇
「

擬
古
東
飛

伯
労

歌
」

巻
七

七

三
）

＊

抱
枕
無

言
語

、

空

房
独

悄
然

、

誰
知

尽

日

臥
、

非
病

亦
非
眠

（

枕
を
抱

き
て

言

語
無
く

、

空

房
独
り

悄

然
た
り
、

誰
か

知
ら

　
ん

尽

日

臥
せ

る

を
、

病
に

非

ず

亦

た

眠

る

に

非
ず
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

白

居
易

召
oOGo

昼
臥
」

）

　
§
「

翻
枕
」

「

回
枕
」

「

顛
倒
枕
」

「

転
枕
」

、

「

移
枕
」

「

正

枕
」

　
枕

を
返

す
動

作
は

、

主
に

不
眠

の

さ

ま
を

表
す

も
の

で

あ
る

。

管
見
に

よ

る
と

、

枕

を
返
す

動
作
は

唐
以
前
の

詩
に

は

見
あ
た

ら

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

へ

な
い

が
、

唐
詩

に

は

「

翻

枕
（

枕

を

翻

す
）

」

「

回

枕

（

枕
を

回

す
）

」

「

顛

倒
枕
（

枕
を

顛
倒

す
）

」

「

転

枕

（

枕

を

転
ず
）

」

と

い

っ

た

表

現
が

あ
り

、

お

お
よ

そ
詩
の

背
景
か

ら
は

、

憂
い

な
ど

に

よ
っ

て

不

眠
の

状
態
に

あ

る

こ

と

が

見

て

取
れ

る
。

・

捲
簾

闘
鳥
近
、

翻
枕
夢

人
遅
（

簾
を

捲
き
て

鳥
を

聞
く
こ

と

近
く

、

枕
を

翻
し

て

人

を
夢
み

る

こ

と

遅
し

）

　
　
　
　

　

　
（

張
砧
「

夏
日

梅
渓
館

寄
廱

舎
人
」

巻
五
一

〇
）

・

五

更

惆
悵
回

孤

枕
、

猶

自
残

灯
照

落
花

（

五

更

惆

悵
と

し

て

　
　
　

か
へ
　

　
　

　
　

　
　

　

な

孤

枕
を

圓

せ

ば
、

猶

自
ほ

残

灯

落
花

を

照
ら

す
）

　
　
　
　

　

　
（

司

空
図

「

華
上

二

首
」

其
一

　

巻
六

三

三
）

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

け

な

は

・

酒

酔
夜
未

闌
、

幾

回

顛
倒

枕
（

酒
に

酔
ひ

て

夜
未
だ

闌
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な
ら

ず
、

幾

回
か

枕
を

顛
倒

す
る
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（

元
槇
「

合
衣

寝
」

巻
四

〇
四
〉

・

灯

暗
酒

醒
顛

倒

枕
、

五

更

斜
月

入

空
船

（

灯

暗
く
酒

醒
め

て

　
枕
を

顛

倒
す

れ
ば
、

五

更

斜
月

空
船
に

入

る
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（

元
槇
「

宿
石

磯
」

巻
四
「

四
）

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
よ

む

り

・

転

枕

睡

未

熟
、

擁
衾
涙

巳

濡

（

枕

を

転
じ

て

睡

未
だ

熟
せ

　

　

　

　

い

た

　
ず

、

衾
を

擁
け

ば

涙
已

に

濡
ら

す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（

権
徳
輿
「

夜
泊
有

懐
」

巻
三

二

九
）

・

不

堪

風

雨

夜
、

転
枕

憶
鴻

妻
（

堪
へ

ず

風

雨
の

夜
に

、

枕

　
を

転
じ

て

鴻
妻

を

憶
ふ
）

　

　

　

　

　

　

　

　
（

権
徳
輿
「

中
書

夜
直
寄

贈
」

巻
三

二

九
）

　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　

か

か

・

転
枕

挑
灯

候

暁
鶏
、

相
君
応

歎
太

常
妻
（

枕
を

転
じ

灯

を
挑

　

　

　

　

　

　
ま

　
げ
て

暁

鶏
を

候
ち

、

相

君

応
に

太

常
の

妻

を

歎
く
べ

し
）

　

　

　

　

　

　

　
（

権
徳

輿
「

太

常
寺

宿
斎…

有

寄
」

巻一
二

二

九
）

＊

転
枕

頻
伸

書
帳

下
、

披

裘
箕

踞
火
炉

前
（

枕
を

転
じ

頻

伸
す

　

　

　

　

　

　

　

　
き

　
書

帳
の

下
、

裘
を

披
て

箕
踞

す

火

炉
の

前
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

白
居

易
「

器
＝

睡

覚
」

）

と
こ

ろ

が
、

次
に

挙
げ

る

白
居

易
の
…

例
の

み
、

心

地

よ

い

朝
寝

を

背
景
と

し

て

「

転
枕
」

の

語

を
詠

み
込

ん

で

お

り
、

様
相
を

異

に

し

て

い

る
。

＊

転
枕
重

安
寝

、

回

頭
一

欠

伸
（

枕
を

転
じ

重
ね

て

安

寝
し
、

　

　

　
め

ぐ

ら

　
頭

を

回

し

て
一

た

び

欠

伸
す
）

（

白

居

易

コ
O
 

 

暁

寝
」
）

「

移

枕

（

枕
を

移

す
）

」

「

正

枕
（

枕

を
正

す
）

」

は
、

枕

を

置

き

直
す

様
子

で

あ

る
。

王

建
の

例
は

夫
を

見
送
っ

た

あ

と

枕
を

移

し

て

寝

直
す

行

為
を
、

胡
宿
の

例
は

燕
の

鳴
き
声
に

睡

眠
を

遮
断

さ

れ
て

し

き

り

に

枕
を
返

す
様
子

を
表
し

て

お
り

、

杜
甫
の

詩
に

見

ら

れ

る

「

正

枕
」

は
、

暗

闇
の

中
で

枕
を

置
き

直

す

行

為
で

あ

る
。

前
に

列

挙
し

た
…

連
の

枕
返
し

と

動

作
は

似
て

い

る

が
、

不

眠
や

憂
い

の

心

情
と

直

結
す
る

も
の

で

は

な
い

。

　
・

下

堂

把
火

送
郎
回
、

移
枕
重

眠
暁
窓

裏
（

堂
よ

り

下
り
火

を
把

　

　
り

て

郎
を

送
り

て

回

り
、

枕
を

移
し

重
ね

て

暁
窓
の

裏
に

眠

　

　
る
）

　

　
　

　

　
　

　

　

　

（

王

建

「

春
詞
」

巻
三

〇
一
）

　
・

睡

驚
燕
語

頻

移
枕

、

病
起
蛛
糸

半

在
琴

（

唾

驚
す

れ
ば

燕
語

　

　

頻
り

に

枕
を

移

さ
し

め
、

病

起
す

れ
ば

蛛
糸

半
ば

琴
に

在

　

　
り
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

胡

宿
「

早

夏
」

巻
七

三
一
）

　
・

正

枕
当

星

剣
、

収
書

動
玉

琴
（

枕
を
正

す
に

星
剣
に

当
た

り
、

　

　
書
を

収
め

ん

と
し

て

玉

琴

を
動
か

す
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

（

杜
甫
「

暝
」

巻
二

三

〇
）

三
、

横
に

な
っ

て

い

る

と
き
の

枕
の

状

態
を

表
す

も
の

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
§
「

高
枕
」

「

安
枕
」

、

「

欹
枕
」

「

支
枕
」

、

「

依
枕
」

　
「

高

枕
」

（

枕

を

高
く

す
）

は

「

安
枕
（

枕
に

安
ん

ず

ご

と

と

も

に
、

世
の

中
が

安
定
し
て

い

て

憂
い

が

な
い

意
で
『

戦

国
策
』

『

史

記
』

『

漢
書
』

を

は

じ

め

と

す
る

文

献
に

多

く
見

ら
れ

、

以

来
こ

の

意
味
で

広
く

用
い

ら

れ
て

き
た

。

唐
詩
に

お

け

る

大

半
の

「

高
枕
」

の

例
（

「

安
枕
」

は

全
用

例
）

が

こ

の

典
故
を

踏
襲
し

、
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憂
い

が

な

く

安
ら
か

で

あ

る

意
で

用
い

ら

れ

て

い

る
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
い

つ

　
・

何
当

破
月
氏

、

然
後

方
高

枕
（

何
か

当

に

月

氏
を

破
り
、

然

　

　

る

後
に

方
に

枕
を

高
く
す
べ

き
）

　

　

　
　

　

　

　
　
（

李
白
「

塞

下
曲
六

首
」

其

二

　

巻
一

六

四
）

　
・

燉
煌
太

守

才

且

賢
、

郡

中

無
事

高
枕

眠

（

燉

煌
太

守

才

あ

　

　

り

て

且
つ

賢
、

郡
中

事
無
く

枕
を
高
く

し

て

眠
る
）

　

　

　
　

　

　

　
　

　
（

岑
参
「

燉
煌
太
守

後
庭

歌
」

巻
一

九

九
）

　

次
の

よ

う
に

、

「

高

枕
」

や

「

安
枕
」

の

語

を

用
い

て

隠
者

や

そ

れ
に

通
じ

る

よ

う
な

放

逸
な

姿
を
描
写

す
る

も
の

も

見
ら

れ
る

が
、

こ

れ
は

、

憂
い

が

な
い

意
か

ら
発
展

し

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
・

是

非

何
処

定
、

高

枕
笑
浮
生

（

是

非

何

れ
の

処
に

か

定

ま

　

　

る
、

枕
を

高
く
し

て

浮
生

を

笑
ふ
）

　

　

　

（

杜
甫

「

戯

作
俳

諧
体

遣
悶
二

首
」

其
二

　

巻
二

三
一
）

　
・

隠
士

応
高
枕
、

無
人

間
姓

名
（

隠
士

応
に

枕
を

高

く
す
べ

　

　

し
、

人
の

姓

名
を
問

ふ

無
し

）

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（

劉
禹

錫
「

途
中
早

発
」

巻
三

五

七
）

　
。

天

王
呱

繭

初
狛
嘸

伸
｛

各
、

　

亡
心

繖
骸

倍
隅

鮎
刺
瓜

羽、
　
曲

呪山
源
宀

女
拓
帆

笛
甼 、
　

海
日

月

山

山

紘
膕

甫
爪

　

（

至

論

禅
客
を

招

き
、

機
を

忘
れ

て

釣

翁
を

憶
ふ
、

晩

涼
し

　

　

く

枕
簟
に

安
ん

じ
、

海
月

牆
束
に

出
づ
）

　

　

　
　

　

　

　
　

　
（

李
中

「

晋

陵
県

夏
日

作
」

巻
七

四

九
）

　

こ

の

ほ

か

唐

詩
の

「

高

枕
」

に

は
、

枕

を
高

く
す
る

実
際
の

行

為
や

寝
る

行
為

自
体
を

表

す
も
の

が

見
受

け
ら

れ

る
。

こ

れ

ら

は

い

ず

れ

も
、

景
色

を
眺
め

た

り

鐘
の

音
や

猿
の

鳴
き
声
を

聞
く

前

の

動

作、

あ

る
い

は

そ

の

時

点
に

お

け
る

姿
勢
を

言
う

も
の

で

あ

り
、

次
に

続
く

行
為
の

た

め

に

枕
を

高
く

す
る

さ
ま

を

描
写

し

た

　
　

　

　

　

も
の

で

あ
る

。

　
・

洞
房

懸
月

影
、

高
枕
聴

江
流

（

洞
房

月

影

懸
か

り
、

枕
を

　
　

高
く
し

て

江
流
を

聴
く
）

　
　

（

張
説
「

深

渡
駅
」

巻
八

七
）

　
・

遠

鐘

高

枕
後

、

清

露
巻

簾
時

（

遠
鐘

枕

を
高

く
せ

し

後、

　
　

清
露

簾
を
巻

く
時
）

　
　

　

　
　

　
（

韋
応

物
「

月
下

会

徐
十
一

草
堂
」

巻
一

八

六
）

　
・

嶺
北

嘯
猿

高
枕
聴
、

湖

南
山

色

捲
簾

看
（

嶺
北
の

嘯
猿
は

枕

　
　

を

高

く
し

て

聴

き、

湖
南
の

山
色
は

簾
を

捲
き
て

看
る

）

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（

沈
亜

之
「

題
侯
仙

亭
」

巻

四
九

三
）

　
・

閑

居

多
野

客
、

高

枕
見

江

城
（

閑

居

野

客

多
く
、

枕
を

高

　
　

く
し

て

江

城
を

見
る
）

　
　
（

許
渾
「

贈
遷

客
」

巻
五

三

二
）

　
ま

た
、

次
の

杜
甫
の

二

例

は
、

そ

れ
ぞ

れ

肺
病
で

床
に

就

く
自

分
の

姿
と
、

遠

地
に

赴
く

舎
弟
の

姿
を

詠
じ

た

も
の

で
、

願

わ
し

く
な
い

状

況
下
で

床
に

伏
す
し

か

な
い

様
子

を
表
し

て

い

る
。

　

⊥
展

年

肺

病
唯
高

枕
、

絶
塞

愁

時

早

閉
門

（

衰

年

肺

病
み

て

　
　

唯
だ

枕

を

高
く
し

、

絶
塞

時

を
愁
へ

て

早
く

門

を

閉
づ
）

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

杜
甫
「

返

照
」

巻
二

三

〇
）

　
・

絶

域
惟

高
枕

、

清
風

独

杖
藜
（

絶
域

惟
だ

枕

を

高
く

し
、

　
　

清
風

独
り

藜
を

杖
く
）

　
　

　

　
（

杜
甫
「

送
舎
弟

穎
赴
斉

州
三

首
」

其
一

　

巻
二

二

八
）

　
白
居

易
に

は

次
の

三

例
が

見
ら
れ

る
が
、

い

ず
れ

も

涼
を
求
め
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る

と

い

う

状
況
で

詠
ま

れ
て

い

る

よ

う

に

思
わ

れ

る
。

　
＊

慵
発
昼

高
枕

、

興

来
夜

汎
舟
（

慵
発

し

て

昼

枕
を

高
く
し

、

　

　
興

来
り

て

夜

舟

を
汎

ぶ
）

　

　

（

白
居

易
「
卜。

OO

 

老

熱
」

）

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
ね

む
り

　
＊

窓

問
睡

足

休
高

枕
、

水

畔
閑
来
上

小

船
（

窓

間

睡

足

り

て

　

　

　

　

　
や

　

　
高

枕
を

休
め
、

水

畔

閑
来

小

船
に

上

る
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

白
居

易
「

器
 

朝

池
上

逐
涼
二

首
」

其
二
）

　
＊

高
枕

夜

悄
悄

、

満
耳
秋

冷

冷
（

枕
を

高

く
し

て

夜
悄

悄
た

　

　
り
、

耳
に

満
ち

て

秋
冷

冷
た
り

）

　

　
（

白
居

易
「

呂
ω

ω

亭
西

牆
下

伊

渠
水

中
置
石

激

流
潺

湲
成
韻

　

　

　
頗

有
幽

趣

以
詩

記
之
」

）

　

次
に

「

欹

枕

（

枕
を

欹
て

る

ご

だ

が
、

こ

の

語
は

中

唐
以
降

に

現

れ
て

い

る
。

具
体

的
に

ど

う

い

っ

た

行

為
を
指

す
の

か
、

お

よ

び

白
居

易
の

用

例
の

特

徴
に

つ

い

て

は
、

岩

城
秀

夫
氏
に

緻
密

　

　

　

　

　
　

な

考

察
が

あ

る
。

枕
が

傾

く
と

、

結
果

的
に

枕

の

状

態
は

高

く
な

る
。

「

高
枕
」

に

も
、

寝

床
で

何
か

を

見

聞

き
す
る

た
め

枕
を

高

く
す
る

さ
ま

を

言
う

例
が

あ
っ

た

が
、

当
然
「

欹
枕
」

で

も

同

様

の

状
況

を
表

す
こ

と

が

可

能
で

あ

る
。

　
・

欹
枕

聞
鴻

雁
、

迴
灯

見

竹
林

（

枕
を

欹
て

て

鴻

雁
を

聞

き、

　

　

　

　
め

ぐ

　

　
灯

を
迴

ら

し

て

竹

林
を

見
る

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

李
端
「

宿
山
寺
思

帰」

巻
二

八

五
）

　
・

聞

蝉
昼

眠

後
、

欹

枕
対

蓬
蒿
（

蝉
を

聞

く

昼

眠
の

後
、

枕

　

　
を

欹
て

て

蓬
蒿
に

対
す
）

　

　

　

　

　

　

　

　
（

司

空

曙
「

閑

園
書
事

招
暢

当
」

巻
二

九

二
）

白
居

易
の

「

欹

枕
」

に
つ

い

て

は
、

岩
城
氏

が
、

「

遺

愛
寺
の

鐘

は

枕
を

欹
て

て

聴

く
」

の

「

款

枕
」

は
、

鐘
の

音
を

聴
く

た

め

の

努
力
で

は

な

く
、

起
き
る

の

が

も
の

う
く

て

な

ん

と

な
く

寝
そ
べ

っ

て

い

る

だ

ら
し

の

な
い

寝

姿
を
表
し

て

い

る

点
で

特

徴
的
で

あ

る

こ

と

を

指

摘
さ
れ

て

い

る
。

　
＊

欹

枕
不

視
事
、

両
日

門
掩

関
（

枕
を
欹
て

て

事

を

視
ず

、

両

　

　
日

門

関
を

掩
ふ
）

　

（

白

居

易
「

一

゜。

膳

病

仮
中
南

亭
閑
望
」

）

　
＊

遺

愛
寺
鐘

欹

枕
聴

、

香
炉

峰
雪

撥
簾
看
（

遺
愛
寺
の

鐘
は

枕

　

　
を

欹
て

て

聴

き、

香

炉
峰
の

雪
は

簾
を

撥
げ
て

看
る
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
（

「

靄
゜。

重

題
」

其
三
）

　

「

支
枕

（

枕

を
支
へ

と

す
）

」

は
、

床
の

中
で

半

分
起

き
上

が

り
、

立

て

た

枕
に

も

た

れ

る

こ

と

で
、

こ

れ
に

も
、

何
か

を

見
聞

き

す

る

動

作

に
つ

な
が

る

例
が

あ

る
。

「

依

枕

（

枕

に

依
る
）
」

は
、

枕
に

寄
り

か

か

る

さ

ま
で

、

白

居
易
が

用
い

て

い

る
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

た

と

ひ

　
・

嘗
来

縦
使
重

支
枕
、

胡

蝶
寂

寥
空
掩

関
（

嘗
め

来

れ
ば

縦
使

　

　
重
ね
て

枕
を

支
へ

と

す
る

も
、

胡

蝶
寂
寥
と

し

て

空

し

く

関

　

　
を

掩
ふ
）

　
　

　
　
　
（

李
咸
用

「

謝

僧
寄
茶
」

巻
六

四

四
）

　
・

遠

境
等
閑
支

枕
覓

、

空

山
容
易

杖
藜

帰
（

遠

境
は

等
閑
に

枕

　

　

　

　

　
　
　

も
シ

　

　
を

支
へ

と

し

て

覓
め

、

空

山
は

容
易
に

藜
を

杖
き
て

帰
る
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

尚

顔
「

自

紀
」

巻
人

四

人
）

　
＊

斜

支
花
石

枕
、

臥
詠
蕊

珠
篇

（

斜
め

に

花
石

の

枕

を
支
へ

と

　

　
し

、

臥
し

て

蕊

珠
の

篇

を
詠

ず
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　（
白

居
易

露

2
 

雨
中
招

張
司

業
宿
」

）

229

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

＊

酔

依
香
枕
坐

、

慵
傍
煖
炉
眠
（

酔
ひ

て

香
枕
に

依
り

て

坐

し
、

　
も
の

う

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

そ

　

慵

く
し

て

煖
炉

に

傍
ひ

て

眠
る
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

白

居
易
「

9。

°。
。。

N

歳

除
夜

対
酒
」

）

四
、

枕

そ
の

も
の

の

性

質
や

状
態
に

関
す
る
も
の

　
§
「

冷

枕
」

「

枕
簟
涼
」

「

枕
簟

滑
」

、

「

扇

枕
」

、

「

暖

枕
」

「

枕

　
　

暖
」

　
梁
武

帝
「

代
蘇

属
国
婦
」

（

梁
詩
巻
］
）

に

は

「

愴

愴
独
涼

枕
、

掻
掻
孤
月

帷
（

愴
愴

た

り

独

涼
の

枕
、

掻

掻
た

り

孤
月

の

帷
）
」

の

句
が

あ

り
、

女

性
の

わ

び

し

い

独
り
寝

を
表

す
「

独

涼
枕
」

の

語
が

見
え

る

が
、

唐
詩
に

も

孤
融
や

憂
い

の

心

情
を

象

徴
的
に

表

し

た

「

冷

枕
」

の

語
が

見
ら

れ
る

。

・

斜
月

纔
鑑

帷
、

凝

霜
偏

冷
枕

、

持
情

須
耿
耿

、

故

作
単
牀

寝

　
　

　
わ

つ

か

　

　

　
　

　

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

と
へ

（

斜
月

纔

に

帷
を
鑑
ら

し
、

凝
霜

偏

に

枕
を

冷
す

、

情
を

持

　
　

　
ま

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
な

　
し

て

須
つ

こ

と

耿
耿
た

り
、

故
に

単
牀
の

寝
を

作
す
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

（

韋
応
物
「

答
常

唄

七
巻
…

九

〇
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

レ

　

カ
　

ノ

＊

若

為

独
宿

楊
梅

館
、

冷
枕

単
牀
一

病
身

（

若

為
ぞ
独
り

宿

す

　
る

楊
梅
館

、

冷

枕

単

牀
一

病
身
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

（

白
居

易
「

 
O
 

冬

至

宿

楊
梅

館
」

）

　
次
の

句
も
枕

や
枕

簟
を

「

涼
」

の

語
で

修

飾
し

て

い

る

が
、

こ

れ
ら

は
心

情
描
写

と

い

う
よ

り
、

実
際
の

床
の

涼
し

さ
に

つ

い

て

　
　

　

　
　

　

　
　

述
べ

た

も
の

で

あ

る
。

中
で

も
白

居
易
の

例
は

、

過
ご

し

や
す
い

時
節
の

寝
床
の

心
地

よ
さ

を
表
し

て

い

る
。

・

月

光
似
水

衣
裳

瀝
、

松

気
如

秋
枕

簟
涼
（

月

光
は

水
に

似
て

　
　

　
う
る
ほ

　
衣

裳

瀝

ひ
、

松

気
は

秋
の

如

く

し

て

枕

簟

涼
し

）

　
（

何
元
上

「

所

居
寺

院
涼
夜

書
情
呈
上

呂

和
叔
温

郎
中

」

巻

　
　
四
七

二
）

・

雲
連

海
気

琴
書

潤
、

風

帯
潮

声
枕

簟
涼
（

雲
は

海

気
を
連
ね

　
て

琴
書
潤
ひ

、

風

は

潮
声
を

帯
び

て

枕

簟
涼
し

）

　
　

　

　
（

許

渾
「

晩

自

朝
台
津
至

韋

隠
居
郊

園
」

巻
五

三

三
）

＊

春
早

秋
初
昼

夜
長

、

可
憐
天

気

好
年
光
、

和

風
細
動

簾
帷

暖
、

　
清

露

微
凝

枕

簟

涼
（

春

早
秋

初

昼

夜
長

し
、

可

隣
な

る

天

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
す

こ

　
気

年
光

好
し
、

和

風

細
か

に

動
き
て

簾

帷
暖
か

く
、

清
露

微

　
し

く

凝
り
て

枕

簟
涼
し

）

　
（

白
居

易
「

ω
一

雪
春
早

秋

初
因
時

即
事
兼

寄
浙
東

李
侍
郎
ご

＊

夜
涼

枕
簟
滑

、

秋

燥
衣

巾
軽
（

夜
涼
し

く

し

て

枕
簟
滑

ら

か

　
　

　

　
か

は

　
に
、

秋
燥
き
て

衣

巾
軽

し
）

　
（

白
居

易

蕣
O

嵩
酬

牛
相
公

宮

城
早

秋
寓
言

見
示

兼
呈

夢

得
」

）

　
寝
床
が

涼
し

く

な
る

よ

う

に

枕
を

扇
ぐ
「

扇

枕
（

枕
を

扇
ぐ
）
」

の

表

観

も
あ

る

が
、

こ

れ
は

『

東

観
漢

記
』

（

黄
香

伝
）

を
典

故

と
し

て
、

帰
省
し

て

孝
を
尽

く
す

こ

と

を
述
べ

た

も
の

で

あ

る
。

・

天

従
扇
枕
願

、

人
遂

倚
門

情
（

天

は

枕
を

扇
ぐ
願

ひ

に

従
ひ

、

人
は

門
に

倚

る

情
を

遂
ぐ
）

　

　

　
　
（

張
説
「

岳
州

別

姚
司

馬

紹
之

制
許
帰

侍
」

巻
八

七
）

・

扇
枕

北
窓

下
、

采

芝

南
澗
浜

（

枕
を

扇

ぐ

北

窓
の

下
、

芝

を

采
る

南
澗
の

浜
）
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（

孟

浩

然
「

仲

夏

帰
漢
南

園
寄
京

邑

耆
旧

」

巻
一

五

九
）

　
逆
に

、

枕
の

温

か

さ
に

つ

い

て

は
、

隠
者
が

枕
を

暖
め

て

眠

る

こ

と

を

詠
ん

だ

も
の
、

共

寝
の

温

も

り

が

残
っ

て

い

る

こ

と

を

詠

ん

だ

も
の

が

あ

る
。

・

暖

枕
眠

渓
柳

、

僧

斎
昨

夜
期
、

茶

香
秋
夢

後
、

松
韻
晩

吟
時

（

枕

を

暖
め

渓

柳
に

眠

る
、

僧

斎

昨
夜
の

期、

茶

香
し

秋
夢

　
の

後
、

松
韻
晩

吟
の

時
）

　

　
　

　

　
　

　
（

許
渾

「

渓

亭
二

首
」

其
二

　
巻
五

二

九
）

・

翻
猶
囓

、

紋

扇
思

何
長
（

玉

帳

枕

猶
ほ

暖
か

く
、

紋

　

　
　

　

　
　

　
と

こ
し

扇
の

思
ひ

何

ぞ

長
へ

な
る

）

（

崔
萱
「

古
意
」

巻
八

C
こ

　

§
「

枕

如

意
」

、

「

穏
枕
」

、

「

高

低
枕

得
宜
」

「

枕

低
」

　

「

枕

如

意

（

枕
は

意
の

如

し
）

」

「

穏

枕
」

は
、

意
に

か

な
つ

た
枕
の

状
態
や
性

質
を

表
し

て

い

る
。

・

欹
冠

枕

如
意、

独
寝

落
花

前
（

冠
を

欹
て

て

枕
は

意
の

如

く
、

独
り

落

花
の

前
に

寝
ぬ
）

　
　
（

李
端
「

晩

春
過

夏
侯

校
書

値
其
沈

酔
戯

贈」

巻
二

八

六
）

・

林

鳥
頻

窺
静、

家
人

亦
笑

傭、

旧

居

留
穏

枕、

帰
臥
聴
秋

鐘

（

林

鳥
は

頻
り

に

静
な

る
を

窺
ひ

、

家
人

も

亦
た

慵
な
る

を

笑

ふ
、

旧

居

穏
枕

を
留
め

、

帰
り

臥
し

て

秋
鐘

を
聴

く
）

　
　

　

　
　

　

　
（

司
空

図
「

即
事
九

首
」

其
七

　
巻
六

三

二
）

　
前
に

、

枕
を

高
く

す
る

「

高
枕
」

を

挙
げ
た

が
、

枕
そ
の

も
の

の

状
態
と

し

て

枕
の

高
さ
に

言
及
し

た

も
の

に

は
、

こ

の

ほ

か
「

高

低
枕
得
宜
」

る
。

「

枕
低
」

と
い

っ

た

表
現

が

白

居

易
に

の

み

見
ら

れ

＊

厚

薄
被

適

性
、

高

低

枕
得
宜

（

厚

薄

被
は

性
に

適
し

、

高

　

低

枕
は

宜
し

き

を

得）

　

　

（

白
居

易
「

ω
。。

 

晏
起
」

）

＊

枕

低
茵

席
軟、

臥
穏
身

入

床
（

枕
低
く

茵
席

軟
ら
か

な
り
、

　

臥
す
こ

と

穏
や
か

に

し

て

身
は

床
に

入

る
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（

白

居
易
「

卜⊃

 

 

刈

新
秋

暁
興
」

）

＊

枕

低
被

暖
身
安

穏
、

日

照
房

門
帳
未

開
（

枕

低
く

被
暖
か

に

　
し

て

身
は

安
穏
な

り
、

日

は

房
門
を

照
ら

す
も

帳
未
だ

開
か

　
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

（

白
居

易
「

ω

 
 

O

春
眠
」

）

五
、

枕
の

擬

人
化

、

そ
の

他

　
六

朝
の

閨

怨
詩

に

は
、

寝

床
で

涙
を
流
し

て

悲
し

み

に

く
れ

る

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

こ

と

を

枕
が
知
っ

て

い

る
、

と

い

う
枕
の

擬
人

化
が

見
ら

れ
る

が
、

唐
詩
に

も
同
じ

よ
う

に

枕
を
擬

人
化
し

て

詠
む

も
の

が

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
た

　
・

玉

枕
祗
知

長

下
涙

、

銀
灯
空

照
不

眠

時
（

玉

枕

祗
だ

知
る

　

　
長

く
下
る

涙
、

銀
灯

空

し

く

照
ら
す

不

眠
の

時
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（

李

冶
「

感
興
」

巻
八

〇
五
）

　
・

老

枕
知

将

雨
、

高
窓

報

欲
明
（

老

枕
は

将
に

雨
ふ

ら
ん

と

す

　

　
る

を

知
り
、

高
窓
は

明
け

ん

と
欲

す
る

を

報
ず
）

　

　
　

　

　
　

　

　
（

劉

禹
錫
「

秋
夕

不
寐
寄

楽
天
」

巻
三

五

八
）

劉

禹
錫
の

詩
は
、

寝

床
の

憂
い

で

は

な
く

、

雨

が

降
り

そ

う
な

気
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配

を

枕
が

感
知
し

て

い

る

こ

と
を

言

う
も
の

で

あ

り
、

「

老

枕
」

の

語
と

併
せ

て
、

長
い

間
使
っ

て

い

る

枕
へ

の

愛
着
が

表
れ

て

い

る
。

こ

の

句
の

あ

と

に

「

何
人

諳
此
景

、

遠
問

白
先
生

（

何

人
か

此
の

景
を

諳
ん

ず
る

、

遠

く

白
先
生

に

問
ふ
）
」

と

続
き
、

こ

の

様
子

を

解
し

得
る

人
物
と

し

て

白

居
易
が
登

場

す
る

点
は
興

味
深

い
。

　
ま

た

次
の

句
は

、

枕
を

用
い

て

鼾
や
雷
の

音
の

凄
ま

じ

さ
を

表

し

た

も
の

だ
が

、

こ

う
い

っ

た

例
か

ら
も

「

枕
」

の

語
を
用
い

る

発

想
の

豊
か

さ
が

う
か

が
え

よ

う
。

・

瑠
裂

、

鏡
面
生

痒
瘤
（

木
枕
は

十
字

に

裂
け

、

鏡
面

は

癖

瘤
を
生

ず
）

　
　

　
　
（

韓

愈
「

嘲
鼾
睡

」

巻
三

四

五
）

・

日

気

侵
瓶

暖
、

雷
声
動

枕
斜
（

日

気

瓶

を

侵
し

て

暖
か

に
、

雷
声

枕

を
動

か

し

て

斜

な
り
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　（

薛
能
「

寄
題
巨

源
禅

師
」

巻
五

六

〇
）

　

以

上

は

寝
具
と

し

て

の

枕
に

つ

い

て

描
写

し

た

も
の

で

あ
る

。

最
後
に
、

「

〜

を

枕
に

し

て

寝
る

」

と

「

枕
」

を

動

詞
で

用

い

る

例
を

取
り

上

げ
る

。

六
、

「

枕

〜
（

〜
を

枕
に

す
）

」

　

「

枕
」

を

動

詞
と

し

て

用

い

る

も
の

の

う
ち

、

「

枕

月
」

は

床

に

月

光
が

差
し

込

む

情
景

描

写
で

あ

り
、

「

枕
石
」

は

山

林
で

の

隠

遁
生

活

を
、

「

枕

麹
」

（
「

枕

杯
」

や
「

枕
酒

卮
」

も

同

様
の

意

　
　

　

＠

で

あ

ろ

う
）

は

酒
に

耽
る

こ

と

を
、

「

枕
戈
」

は

軍
事
に

専
念

す

る

こ

と
を

象
徴
的
に

表
し

た

語
で

あ
る

た

め
、

こ

こ

で

は

取

り

上

げ
な
い

。

実
際
に

枕
以
外
の

物

体
を
枕
に

し

て

横
に

な

る
こ

と
を

詠
ん

だ

も
の

に
は

、

次
の

よ

う
な

例
が

挙
げ
ら

れ

る
。

・

臥

穏
篷
舟

亀
作
枕

、

病
来

茅
舎
網

為
簾
（

篷
舟
に

臥
す

こ

と

　
　

　

　
　

　

　
　

　

な

穏
か

に
し

て

亀

を
枕
と

作
し
、

茅

舎
に

病

来
た

り

て

網

を
簾

と

為
す
）

　

　
　
　

　
　

（

李

洞
「

曲
江

漁
父
」

巻
七

二

三
）

・

行
譚

弄
書

籤、

臥
話
枕

棋
局
（

行
譚

書

籤
を
弄
し

、

臥
話

棋
局

を
枕
に

す
）

　
　
（

皮
日

休
「

呉
中

苦
雨
因

書
一

百

韻
寄

魯
望
」

巻
六

〇
九
）

碁
盤

や
亀

を
自

由
に

枕
に

す
る
の

は
、

隠
者
の

自
由
放

逸
な

姿
を

象
徴
的
に

表
し
た

も
の

で

あ

ろ
う

。

白
居

易
に

も
、

動

詞
と

し

て

の

「

枕
」

の

用

例
が

多
く
見
ら
れ

る
。

＊

朝
戯
抱

我
足
、

夜
眠

枕
我
衣
（

朝

戯
れ

て

我
が

足

を
抱
き

、

　

夜

眠

り

て

我
が

衣

を

枕

に

す
）

　
（

白
居

易

記

廃
弄
亀

羅
」

）

＊

手

版
支

為
枕
、

頭
巾
閣

在
牆
（

手

版
は

支
へ

て

枕
と

為
し

、

　

　

　
　
さ

し
お

　

頭
巾
は

閣

き
て

牆
に

在

り
）

　
（

白
居

易
「

＝
＝

郡
斎

暇
日

憶
廬

山
草
堂

兼

寄
二

林

僧
社
三

　

　
十
韻

多
叙

貶
官
巳

来

出
処

之

意
」

）

前

者
は

、

幼
い

娘
が

自

分
の

服

を

枕
に

し

て

眠

る

あ

ど

け

な

い

姿

を

詠
ん

だ

も
の
、

後
者
は

、

江
州

左

遷

後
、

仏
道
を

修
め

て

心

の

平

安
を

得
た
こ

と

を

言

う
部

分
で

あ

り
、

「

笏

を

枕
に

し

て
、

頭

巾
を

壁

に

掛
け
る
」

と

は
、

官
僚
と

い

う

束

縛
か

ら
の

解
放

感
を

詠
い

上

げ
た

表
現

と
思
わ

れ

る
。
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ま

た
、

書

物
や

琴

を

枕
に

し

て

寝

る

「

枕

書
」

「

枕

琴
」

の

語

が

白
居
易
に

見

ら

れ
、

注

目

に

値

す
る

。

　
＊

尽

日

後
庁

無
一

事
、

白

頭
老

監

枕
書

眠
（

尽

日

後

庁

一

事

　

　

無
し
、

白

頭
の

老

監

書

を

枕
に

し

て

眠

る
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

白

居
易
「

卜。

紹
 

秘
省
後
庁
」

）

　
・

尽

日

枕

書
慵
起
得

、

被
君

猶
自

笑
従
公

　
（

尽

日

書
を

枕
に

　

　
　
し

の

コ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

な

　

　
し

慵

く
し

て

起

き

得
、

君
に

猶

自
ほ

公
に

従
ふ

を

笑
は

る
）

　

　
　
（

皮

日

休
「

所
居
首

夏
水

木
尤

清
適
然

有
作
」

巻
六

＝
二

）

　
＊

向
夕

搴
簾

臥
枕

琴、

微

涼
入
戸

起

開
襟
（

夕
に

向
ひ

簾
を

搴

　

　

げ

臥
し

て

琴

を

枕
に

し
、

微
涼

戸
に

入

り

起

き
て

襟
を

開

　

　
く

）

　
　
　
　
（

白
居

易
「

ω

一

謬
閑

臥
有

所
思
二

首
」

其
一
）

　
・

忽
枕
素

琴
睡

、

時
把

仙
書
行
（

忽
ち

素
琴

を

枕
に

し

て

睡
り

、

　

　
　

　

　
　

　
レし

　

　
時
に

仙

書
を

把
り

て

行

く
）

　

　
　

　

　
　

　
（

皮

日

休
「

初
夏

即
事

寄
魯
望
」

巻
六

〇
九
）

　
こ

の

ほ

か

唐
詩
に

は
、

腕
や

臂
な
ど

を

枕
に

し

て

横
に

な

る

描

写

が

散

見

す
る

。

肱

を

枕
に

寝
る

表

現
は

、

『

論
語
』

述

而

篇
の

「

子

日
、

飯

疏
食

飲
水

、

曲

肱
而

枕
之

、

楽
亦

在
其

中
矣

（

子
曰

　

　
　

　

　
くの
り

く
、

「

疏

食
を
飯
ひ

水
を

飲
み
、

肱

を
曲

げ
て

之

を
枕

と

す
る

も
、

楽
し

み

亦

た

其
の

中
に

在
り

」

ご

を

も

と
に

し

た

表

現

と

思
わ

れ

る
。

し

か

し

白
居

易

は
、

『

論

語
』

に

あ

る

よ

う

な

清
貧
さ

を

表
す
た

め

で

は

な

く
、

飲
酒
や
飽

食
に

よ

る

充
足

感

が

現
れ

た

も

の

と

し

て
、

こ

れ
を

用
い

て

い

る
。

　
・

吾

兄

吾

兄

巣

許
倫

、

一

生

喜
怒

長

任
真
、

日

斜
枕
肘
寝
已

熟、

　

啾

啾
喞

喞
為

何
人

（

吾
が

兄

吾
が

兄

巣
許

倫
、

一

生

喜

　
怒

長

く

真
に

任
す
、

日

斜

肘
を

枕
に

し

て

寝
ぬ

る

こ

と

已

　
に

熟
し

、

啾
啾

喞
喞
と

し

て

何

人
と
か

為
す
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

杜
甫
「

狂
歌

行
贈
四

兄
」

巻
二

三

四
）

・

中

宵
吟

有
雪

、

空

屋

語
無
灯

、

静
境
唯
聞
鐸
、

寒

床

但
枕
肱

（

中

宵

吟
じ

て

雪

有
り
、

空

屋

語
り

て

灯
無
し

、

静

境

唯

　
だ

鐸
を
聞

く
、

寒
床

但
だ

肱
を

枕
に

す
）

　

　

　
　

　

　
（

雍

陶
「

同

賈
島

宿
無

可
上

人

院
」

巻
五
一

八
）

・

覚
来
正

是

平

階
雨

、

独

背
寒

灯

枕
手

眠

（

覚
め

来

れ
ば
正

に

　

是
れ

階
を

平
ら
か

に

す
る

雨
、

独
り

寒
灯
を

背
に

し

手

を
枕

　
に

し

て

眠

る
）

　
（

李
商
隠
「

七

月
二

十
八

日

夜
与
王

鄭
二

秀
才
聴
雨

後

夢
作
」

　

　
巻
五

三
九
）

＊

放

杯
書

案
上

、

枕

臂
火

炉

前

（

杯
を

放
つ

書

案
の

上
、

臂

　
を

枕
に

す

火

炉

の

前
）

　
　
　
　

（

白
居
易
「
卜。

罎
。。

偶
眠
」

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

や

＊

炮

筍
烹
魚

飽
餐

後
、

擁

袍

枕
臂

酔
眠
時

（

筍
を

炮

き
魚
を

烹

　

　

　
　

　

　
　

　

　
い

だ

　

る

飽

餐
の

後、

袍
を

擁

き

臂
を

枕
に

す

酔

眠
の

時
）

　
（

白
居

易
「

ω

 

曽
初
致

仕

後
戯
酬

留
守

牛
相
公

并
呈

分
司
諸

　

　
寮
友
」

）

　

以

上
、

唐
詩

に

お

け
る
「

枕
」

の

語

を
用
い

た

表

現
を
、

お

お

よ

そ

概

観
す
る

こ

と
が

で

き

た
。

唐
詩

に
お
い

て

は
、

従
来
か

ら

の

用
法
を

継
承

す
る
一

方
で
、

新
た
な

表
現

も
ま

た

数

多
く
生

ま

れ
、

非

常
に

豊

富
に

な
っ

て
い

る

こ

と
が

分
か

る
。

こ

う
い

っ

た

背
景
に

お
い

て
、

白

居
易
の

「

枕
」

の

語
の

使
用
に

は

ど

の

よ

う
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な

特

徴
が

見
ら
れ

る
の

だ

ろ

う
か

。

稿
を

改
め

て
、

「

転
枕
」

、

「

高

枕
」

「

枕

低
」

、

「

枕

臂
」

、

「

枕

書
」

「

枕
琴
」

と

い

っ

た

語

を

中

心
に

さ
ら

に

詳
し

く

検
証

し
、

白

居
易
の

表
現
上

の

特

徴
に

迫
っ

て

み
た
い

。

（

注
）

 

「

枕」

の

語
は
、

杜
甫
（
四

十

三

首
）

や

白

居

易

（
八

十
九

首
〉

に

　

多
く
、

全
詩
数
の

多
さ
を

加
味
し

て

も

白
居
易
の

使

用

数
の

多
さ
が

指

　

摘
で

き

る
。

ま

た
、

「
枕
」

の

語
は

中
唐
以

降
増
加

す
る

傾

向
に

あ

る
。

 
『

白
居

易

研
究

年
報
』

第
五

号
（

勉

誠
出

版、

二

〇

〇
四
）

、

 

「

読

軍

書
倦

、

因
馮

几

寐、

不
復

朝
棚
矣
（
軍
書
を

読

み
て

倦

み

　

因
り

て

几
に

馮
り

て

寐
ね

、

復
た

枕
に

就
か

ず
）
」
（
『

漢

書
』

王

莽
伝
）

、

　

「

北

窓
聊
就
枕、

南
簷
日

未
斜
〔
北
窓

聊
か

枕

に

就

き
、

南
簷

日

未

　

だ

斜
め

な

ら
ず
ご

（
梁
簡
文

帝
「
詠
内
人

昼

眠
」

梁

詩
巻
二
一
）

な

ど
。

 

「
薦
枕」

の

語
は
、

宋
玉

「
高
唐
賦」

の

序

に
、

「
聞

君
遊

高
唐、

願

　

薦
枕
席

（
君
の

高

唐
に

遊
ぶ

を

聞

き
、

枕
席
を
薦
め

ん
こ

と
を

願
ふ

ご

　

と

あ
る

の

が

早
い

例
で

あ
る

。

こ

の

ほ

か
、

「

巫

山
薦
枕

日、

洛
浦
献
珠

　

時

（

巫

山
に

枕
を

薦
む

る
日
、

洛

浦
に

珠
を

献

ず
る

時
）

」

（

劉
孝
綽
「

為

　

人

贈
美
人
」

梁
詩

巻
→

六
）

、

「
挂

冠
易

分
綬、

薦
枕

欠
因

媒
（

冠
を

挂

　

く
る

に

綬
を

分
か

ち

易
く

す
る

も
、

枕
を

薦
む

る
に

媒

に

因
る
を

欠

く
）

」

　

（

伏
知

道

「

詠
人

聘
妾
仍
逐
琴
心
」

陳
詩

巻
九
）

な

ど
男
女
の

共

寝
に

　

関
す
る

例
が

多
い

。

 

「

幸
承

払
枕

選
、

得
奉
画
堂
中
（
幸
ひ

に

枕
を

払
ふ
の

選

を

承

け
、

　

画

堂
の

中
に

奉
ず
る

を
得
た

り
ご
（

劉

遵
「

繁

華
応

令
」

梁
詩

巻
一

五
）

、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

め

ぐ

ら

　

「

捌
椥
薫
紅
杷、

迴

鐙

復
解
衣
（

枕
を

払
ひ

て

紅
杷
を

薫
じ
、

鐙
を

迴

　

し

て

復

た

衣

を

解
く

）

」

（
戴

嵩

「

詠
欲
眠
」

梁
詩

巻
二

七
）

な

ど
。

 

「
推

枕
」

の

語

は
、

梁
・

徐
陵
『

玉

台
新
詠
』

序

に
、

「

鴻
烈

仙

方、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
と

こ

し

　

長
掴．

丹
椥

（

鴻
烈
の

仙
方
、

　
長

へ

に

丹

枕
を

推
す
」

と

あ

る

が
、

こ

　

れ

は
、

淮

南
王

劉

安
が

仙
術
を

丹
枕
の

下
に

置
い

て

隠
し
た

故

事
（

張

　

華
『

博

物
志
』）

を

踏
ま

え
た

も
の

で

あ

る
。

 

『

礼
記
』

内
則

に

は
、

朝
の

作

法、

父

母
・

舅
姑
に

奉
仕
す
る

礼、

　

夫
が

不

在
の

際
の

礼
と
し

て

寝
具
を

片
づ

け

る

こ

と

を

説
い

た

部
分
に
、

　

そ

れ

ぞ

れ

「
斂
枕
簟
」

「

篋
枕
」

「

斂
枕
篋

簟
席
」

の

語

が

用
い

ら
れ

て

　
い

る
。

 

『

詩
経
』

陳
風

「

沢

陂
」

に

見

ら
れ

る

例

は
、

女
性

を

思
い

求
め

て

　

眠

れ
な
い

様
子

を

表
し

て

い

る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ま

　
　

「
伏

枕
」

は
、

「
還

伏

枕
以

求

寐、

庶
通

夢
而

交

神
（
還

た

枕
に

伏

し

　
　
　
　
い

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ね

が

　

て

以
て

寐
ね
ん
こ

と

を
求
め、

夢
を

通
し

て

神
を
交
へ

ん
こ

と

を

庶
ふ

ご
〔
阮

　

璃
「
止

欲

賦
」
　
『

芸

文

類

聚
』

巻
一

八

引
〉

、

「
楽
往

哀
来
摧
肺

肝
、

耿
耿

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

く
だ

　

伏

枕

不

能
眠

（

楽
往
き

哀

来
た

り

て

肺
肝
を

摧

き、

耿
耿

と
し

て

枕

に

　

伏
し

眠

る

能
は

ず
ご

（
魏
文

帝
曹
丕

「

燕

歌

行」

其
二

魏

詩
巻

四
）

ほ

　
か

多
く
の

用

例
が

あ

る
。

　
　

「
撫

枕
」

は
、

「
気

憤

薄
而

交

繁
、

撫

調
棚
而

歔
欷
〔
気

は

憤
薄
し

て

　

交

禁
し
、

素
枕
を

撫
で

て

歔
欷
す

ご

〔

丁

儀

妻
「

寡
婦

賦」
　
『

文

選
』

巻
］

　
六

潘

岳
「
寡
婦

賦
」

李

善
注

引）
、

「

撫

枕
不

能
寐、

振

衣

独

長
想
（

枕

を

　
　
　
　
い

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

お

も

　

撫
で

て

寐
ぬ

る

能

は

ず、

衣

を

振
ひ

て

独
り

長
く

想

ふ

ご

（
陸
機
「
赴

　

洛
道
中
作
」

其
二

晋
詩

巻
五
）

な

ど
の

例

が

あ
る

。

な

お
、

「

中
夜

鋼

　

枕、

臨

餐

忘
食
（

中
夜

枕
を
撫
し、

餐
に

臨

み
て

食

を
忘

る
）
」

（

陸

抗

　

「

陳
時

宜

疏
」

、

『

三

国

志
』

巻

五

八

陸
抗
伝
引）

は、

国
の

た
め

に

策
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を

講
じ
て

寝
食
を

忘
れ

る
こ

と

を

述
べ

た

も
の

で

あ

る
。

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

ほ

な
は

　
　

「

抱
枕
」

は
、

「

秋
夜
苦

復
長、

抱
枕
向
空

牀
〔

秋
夜

苦

だ

復
た

長

　

し
、

枕
を

抱
き

て

空
牀
に

向
か

ふ
）

」

〔

何
遜
「

擬
青
青

河

辺

草

転
韵
体

　

為
人

作
其
人
識

節
工

歌
」

梁

詩
巻
八
）

な

ど
の

例
が

あ
る
。

 

陸
亀
蒙
「
襲

美
先
輩

以

亀
蒙

所
献

五

百

言
既
蒙
見

和

復
示

栄
唱
至

於

　

千
字

提
奨
之

重

蔑
有
称
実
再

抒
鄙
懐
用

伸
酬
謝
」

（
巻
六
一

七
）

の

「
今

　

来

置
家
地
、

正

枕
呉
江
泥

（

今
来

家
を

置
く
地
、

正
に

呉

江
の

嵋
を

枕

　

に

す
）

」

句
に

も

「
正

枕」

の

語
が

見

え

る
が
、

こ

れ

は

情
景

描
写
で

あ

　

る
。

 

　
『

全

唐
詩
』

に

よ

る

と、

こ

の

ほ

か

許

渾

「

早

行
」

（
巻
五
三

二
）

に

　
　「
失

枕

驚
先
起、

人

家
半
夢
中
（

枕
を

失
ひ

驚
き
て

先
づ

起
く
る

に、

　

人

家
は

半
ば

夢
中
な
り

ご

と

あ

り、

頭
が

枕
か

ら

落
ち
る

様
子

を
「
失

　

枕
」

と

表

現
し

て

い

る
が
、

こ

の

詩

は
羅

時
進

の

『

丁

卯
集

箋
證
』

（

江

　

西

人

民
出
版
社）

に
よ

る

と
、

宋
人

惠
洪
の

作
で

あ
る

可

能
性
が

大

き

　

い
。

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
な

　
　
　
　
　

し

ば
ら

 

「
三

窟
已

就、

君

姑
高
枕
為
楽
矣

（
三

窟
已

に

就

る、

君

姑

く
枕

を

　

高
く

し
て

楽
し

み
を

為
せ

こ

（
『

戦

国

策
』

斉
策
四、

斉
人

有

馮
謖

者
）

、

　
　
「

大
臣
得
安

、

足

下

高
枕
而
王

千
里、

此
万

世
之

利
也

（
大
臣
安
ん

ず

　

る
を

得
て

、

足

下

枕
を

高
く

し

て

千
里

に

王

た
ら

ば
、

此
れ

万

世
の

利

　

な
ら

ん

ご

（
『

漢
書
』

巻
三
、

高
后

紀
）

、

「

出
於

下

計
、

陛

下

安
枕

而
臥

　

矣
（

下

計
に

出
つ

れ

ば、

陛

下
は

枕

に

安
ん

じ

て

臥

す
ご

（
『

史

記
』

巻

　

九
一
、

黥

布
列

伝
）

な

ど

枚
挙
に
い

と

ま
が

な

い
。

 

門

高
枕
」

が
、

高
い

枕
（
角
枕

、

陶
枕

な

ど
）

で

寝
て

い

る

状
態

を

　

言

う
の

か
、

枕
を

傾
け

る
な

ど

し
て

高
く

す
る

様
子

を

言
う
の

か

な
ど
、

　

具

体
的
な

意
味
に

つ

い

て

は

問
わ

な
い
。

 

こ

の

詩
は

許
渾
の

『

丁

卯
集
』

で

は

「

貽

遷
客
」

に

作
る

。

ま

た

『

全

　

唐
詩
』

巻
五

二

六

で

は

杜
牧
「

貽
遷
客
」

（
貽

字、

冖

作
贈
）

と
し

て

収

　

め

ら

れ
て

い

る
が
、

四

部
叢
刊
本
の

『

樊
川

詩
集
』

に

は

収
録
さ

れ
て

　
、

　

鳶
　
、

　
o

　

レ

オ
し

 

　
岩
城
秀
夫
氏
「

遺
愛
寺
の

鐘
は

枕
を
欹
て

て

聴
く
」

（
「
国

語
教

育
研

　

究
」

八
、

　一

九

六

三
）

。

岩
城
氏

は
、

「

欹
枕
」

と

は
、

眠

れ

ず
に

体
を

　

転

じ

た

と

き
、

重

心
が

偏

る
こ

と

に

よ
っ

て

生
じ

る

枕
の

傾
斜
を

表
し

　

た

も
の

で

あ

る
と

言
わ

れ

る。

 

　
睡

眠

に

は

関
係
し

な
い

が
、

「
支
頤
散

華

髮
、

欹

枕

曝

霊

薬
（
頤

を
支

　
へ

て

華
髮
を

散
じ
、

枕
を

欹
て

て

霊

薬

を
曝

す
）
」

（

権
徳
輿

「
奉
和

李

　

大

夫

題
鄭
評

事

江
楼
」

巻
三

二

二
）

は
、

霊

薬
を

曝

す

た
め

枕
を

傾
け

　

る

さ

ま
を

詠

じ
た

も
の

で

あ
る
。

 

「
独

枕
」

や
「
孤

枕
」

の

語
に

つ

い

て

は
、

こ

こ

で

は

扱
わ
な

い
。

 

次
の

よ

う

に
、

寝

床

を
「
涼
」

や

「

冷」

と

修
飾
す

る

こ

と
に

よ
っ

　

て
、

背
後
に

あ

る

憂
い

の

情
が

引

き
立

て

ら

て

い

る

も
の

も

あ
る
。

「
前

　

山
雨
過
池
塘
満、

小

院
秋

帰

枕

蟹
涼、

経
歳

別

離
心

自

苦、

何

堪
黄
葉

　

落
清
潼
（
前
山
雨

過

ぎ
て

池

塘
に

満
ち
、

小

院

秋

帰
り

て

枕

簟

涼
し、

　

歳
を

経
る

も
別
離
し

心

自

ら

苦
し

み、

何
ぞ

黄
葉
の

清
潭
に

落
つ

る
に

　

堪
へ

ん

ご

（
許

渾
「
送
元
昼

上

人

帰

蘇
州

兼
寄
張

厚
二

首
」

其
二

　

巻

　

五

三

六
）

、

「
窓
虚

枕
簟
涼、

寝

倦

憶
瀟
湘

、

山

色
幾
時
老

、

人

心

終

日

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
お
も

　

忙
（

窓

虚

し

く

枕

簟
涼
し
、

寝
ぬ

る
こ

と

倦
み

て

瀟

湘

を

憶
ふ
、

山

色

　

幾
時

に
か

老

い

ん
、

人
心

終
日

忙
た

り
）

」
〔
杜
牧
「

旅
情」

巻
五

二

五
）

　

な
ど

。

 

『

東
観
漢
記
』

（
黄
香
伝
）

に

「
香

躬
親
勤
苦、

尽

心

供
養

。

…

…

劉

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

み

つ

か

　

即

扇
牀

枕
、

寒
即
以

身鹽
i

席
（
香

躬
親
ら

勤

苦
し

、

心

を
尽

く
し

て

供
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養
す

。

…

…

暑
け

れ

ば

即
ち

牀
枕

を

扇
ぎ
、

寒
け

れ

ば
即

ち

身
を

以
て

　

席
を
温

む

ご

（

『

芸

文
類
聚
』

巻
二

〇

引

「
躬
親
」

作
「

躬
執」
）

と

あ

　

り
、

孝
行
と

し

て

枕

を

適
温

に

保
つ

こ

と
が

書
か

れ

て
い

る
。

ま

た
、

　

陶
淵
明
の

「

孝
士

伝
賛」

に

「

暑
則
扇

牀
枕

、

寒
則

以

身
温

席
（

暑
け

　

れ

ば

則
ち

牀
枕
を

扇
ぎ
、

寒
け

れ

ば

則
ち

身
を

以
て

席
を
温

む
V

」

と
あ

　

り
、

『

蒙
求
』

に
も

「

黄
香
扇
枕」

と
題
し

て

引
か

れ

て
い

る
。

 

顧
雲
の

「

武
烈

公

廟
碑
記」

に

は
、

「
鳶
書

過

而

急
甚
飛

星
、

鴛
枕
穏

　

而

誰
驚
酔
夢

。

〔

鳶
書
は

過

ぎ
て

急
な
る
こ

と

飛

星
よ

り

甚
だ

し

く、

鴛

　

枕
は

穏
か

に

し
て

誰
か

酔
夢
を

驚
か

さ
ん

ご

（
『

全
唐
文
』

巻
八
一

五
）

　

と

あ

る
。

 

枕
の

高
低
に

つ

い

て

は、

『

尸

子
』

に

「

孝

子
一

夕
五

起
、

視

衣
之

厚

　

薄
、

枕
之

高
卑、

愛

其

親
也

已

（

孝
子
一

夕

に
五

た

び

起
き、

衣
の

厚

　

薄
、

枕
の

高

卑
を

視
る

は、

其
の

親
を

愛
す
る

な

る
の

み

こ

（
『

北
堂
書

　

鈔
』

巻
一

二

九
、

巻

＝
二

四

引）

と

あ

り
、

子
が

夜
中
に

五

回

起
き

て

親

　

の

服

や

枕
の

様
子

を

見

に

行

き
、

孝
を
尽

く

す
べ

き
こ

と

が

説
か

れ

て

　

い

る
。

 
　
　
「

夕

泣
已

非
疎
、

夢
啼
太

真
数
、

唯
当
夜

枕
知
、

過
此

無

人

覚
（
夕

　

に

泣

く

は

巳

に

疎

に

非

ず、

夢

に

啼
く
は

太
だ

真
に

数
し

ば

な

り
、

唯

　

だ

当

に

夜
枕
の

み

知

る
べ

し、

此

を
過
ぎ
て

は

人
の

覚
る

無
し

ご

（
劉

　

令
嫺
「

題

甘
蕉
葉
示

人
」

梁
詩

巻
二

八
、

『

玉

台
新
詠
』

は

徐
俳

婦
の

作

　

と

す
る
）

。

ま

た

唐
詩

に

は
、

「

有
時
吐

向
床
、

枕
席
不

解
聴
（
時

に

吐

　

き
て

床
に

向
か

ふ

有
る

も
、

枕
席
は
聴

く

を

解
せ

ず）
」

（
孟

郊
「
老

恨
」

　

巻

三

七

四
）

と
、

枕
席
が

心

情
を

解
さ
な

い

こ

と

を

詠
ん

だ

も
の

も
あ

　

る
。

 

　
劉
滄
「

贈
隠

者
」

（

巻
五

八
六
）

に
「
誰
識
無
機

養

真
性、

酔
眠

松
石

枕
空

杯
（
誰
か

識

ら

ん

機
無

く

真
性
を

養
ひ
、

酔
ひ

て

松
石

に

眠

り

空

杯
を

枕

に

す

る

を
）
」

、

白
居
易

「
ω

露
蒔

不

与
老

為
期
」

に

「

行
亦

携
詩

篋、

眠

多
枕
酒
卮
（
行

く

も

亦
た

詩

篋
を

携
へ

、

眠

れ

ば

多
く

酒

卮
を

枕
に

す
）

」

の

句
が

あ

る。
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